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1．序論
1.1　背景

現在，日本の大学をはじめとする研究機関では，
新たに研究データ管理・公開支援を整備していくこ
とが，喫緊の課題となっている。様々な整備が進み
つつあるが，たとえ，機関リポジトリの機能の高度
化や， 研究データ管理（Research Data Manage-
ment， 以下 RDM） のためのリテラシー教材の作
成・公開などを行ったとしても，利用者のニーズを
把握して必要な支援を行ったり，様々な相談に応じ
たりする人的な支援を欠いていれば，研究データ管
理・公開支援体制が整備されたとは言い難い。

大学図書館職員については，2023年 1 月に出され
た「オープンサイエンス時代における大学図書館の
在り方について（審議のまとめ）」1）において，「大
学図書館職員は，これまでの業務に加え，研究デー
タの管理にも携わることになるため，大学における
学問の在り方や研究のライフサイクルを理解するこ
とが不可欠であり，その中で自らが行う支援がどの
ような機能として位置づけられるか認識し，適切に
それを行っていく」と，RDM に携わることが強調
され，そのために必要なスキルを習得することが推
奨されている。その一方で，2021年 9 月に出された

「研究データ管理支援人材に求められる標準スキル
（ver.0.1）【解説】」2）（以下「標準スキル」）では，「研
究データの管理・ 共有・ 公開を実践する上では，

（中略）研究者がその過程で直面する様々な課題や
障壁を乗り越えていくための各種支援と，支援を担
う人材が必須といえます。国際的な研究力強化や，
学術情報の利活用（流通促進）が求められる現在，
大学をはじめとする各研究機関は，研究に関連する
部署と人材（例：技術職員，URA，大学図書館職
員等）がスクラムを組み，「組織的に」研究を支え
てゆくことが必要です」や「「研究データ管理」に
関しては，人材の再教育に加えて，他部署・多職種
との連携が必須であり，大学等の組織においてサー
ビスを実践するには，研究支援人材（例：図書館員，
URA，情報センターの技術職員，データサイエン
ティスト等の研究支援職員）同士の協働が，今後，
ますます不可欠であると考えられます」と，研究に
関連する部署と人材の協働・ 連携が強調されてい
る。

このように，RDM 支援人材は，大学図書館職員
に限定されるわけではなく，研究データ管理・公開
支援は， 単独で行う業務でもない。 どのような
RDM 支援人材が必要か，また，それらがどのよう
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に連携していくのかは，これから研究データ管理・
公開支援体制を整備していく日本の大学にとって，
重要な課題の 1 つであると言える。

1.2　目的
「標準スキル」 では，RDM の「支援業務を遂行

するにあたり，当該業務を担いうる「可能性のある
職種」」として，図書系事務職員のみならず，リサー
チアドミニストレーター（URA）や（データ解析・
分析に関わる）専門職員・技術補佐員など，計14の
職種が挙げられている。それらのうち，日本の大学
においては，図書系事務職員，すなわち大学図書館
職員との連携が制度化されている職種は，管見の限
り見当たらない。その一方で，国外の状況にまで視
野を広げれば，日本の大学にとっては馴染みがない
ものの，複数の大学において大学図書館職員との協
働・連携が制度化されている RDM 支援人材も存在
する。そのような RDM 支援人材のうち，日本の大
学図書館界において，これまで多少なりとも紹介さ
れてきたのは，データスチュワード（Data Steward，
以下 DS） とデータチャンピオン（Data Champion，
以下 DC）の 2 つである3） 4） 5）。

そこで本稿では，RDM 支援人材とは具体的にど
のようなことを支援し，大学という機関においてど
のような位置づけがなされているのかを理解するた
めに，RDM 支援人材の例として，DS 及び DC に
着目する。具体的には，オランダのデルフト工科大
学及びオーストリアのウィーン大学の DS と，イギ
リスのケンブリッジ大学及びデルフト工科大学の
DC について，各大学にて実施した訪問調査及びそ
の前後の文献調査に基づいて概観する。 そのうえ
で，DS と DC を比較し，その相違点と共通点から，
それぞれの大学における位置づけと，これらの支援
形態の相違が生じた要因について考察する。

なお，本稿で述べる事柄のうち，訪問調査時の説
明資料や聞き取り内容については，注は付けていな
い。

2．データスチュワード
DS は，「適用法， 機関のポリシー， 個別の許可

に沿った方法で，データとメタデータの質，完全性，
アクセスの取決め（access arrangements）を維持
する責任者。（中略）研究サイクルの全段階（すな
わち，設計，収集，加工，分析，保存，データ共有，
再利用）においてデータが適切に扱われることを保
証することを目的としている。」6）（拙訳） とされて
いる。その実態を理解するために，著者らは，DS
が存在する大学において，DS が具体的にどのよう

な職務を担い，どのような役割を果たしているのか
について調査した。本章では，デルフト工科大学と
ウィーン大学の DS について概観する。

2.1　デルフト工科大学における DS7） 8） 9） 10）

2.1.1　デルフト工科大学の概要
デルフト工科大学には， 8 つの学部（及び各学部

に対応する大学院）がある11）。学生数は26,196名，
教職員数は FTE（Full Time Equivalent） 換算で
7,592名（う ち Faculty 1,3 78名，Other scientific 
staff 1,154名，PhD candidates （salaried）2,172名）
である（いずれも2024年12月現在）12）。

デルフト工科大学は，世界で初めて学部レベルで
DS を配置した大学のひとつである8）。 著者らは，
2025年 2 月21日 9 時から16時まで，デルフト工科大
学の中央図書館を訪問し，研究データ管理・公開支
援やオープンアクセスについて，現状に関する説明
を受けた。 その際 DS については，Library Data 
Steward である Deepshikha Purwar 氏より説明を
受けた。

2.1.2　DS の設立時期・経過・背景
2017年 8 月から，学問分野ごとの方法に則り全学

的な RDM のニーズに包括的に対応するという長期
的な目標を達成するために，順次各学部へ DS が配
置されていった。この背景には，「学部レベルでの
データ管理のニーズを真に理解し対処するために
は，各学部で研究データの面倒を見るために雇われ
た専任の，組織に根差した者──データスチュワー
ド──がいるべきだ」9）（拙訳）との考えがあった。

2.1.3　DS の配置状況・予算
2025年 6 月現在，全 8 学部及び図書館と 1 つの研

究所に，それぞれ 1 名以上，計13名の DS が配置さ
れており13），各部局の予算で常勤職員として雇用さ
れている。更に，DS とは別に， 1 名の Data Stew-
ardship Coordinator（以下 DSC） が図書館に配置
されている。

2.1.4　DS の定義と職務内容14） 15）

デルフト工科大学における DS は，「RDM の様々
な側面について，研究者や教員に助言するための，
データ管理に通じた学問分野の専門家」9）（拙訳）で
ある。

DS が，所属部局の研究者に対して行う支援とし
ては，RDM の実践に関する相談業務，データ管理
計画（Data Management Plan， 以下 DMP） の作
成支援，RDM のトレーニングの提供など，多岐に
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わたる。応用科学部における研究支援リクエストの
追跡調査16）の結果を見ても，研究者から DS に寄せ
られた相談内容は，DMP，ヒト研究倫理，データ
共有， オープンアクセス， オープンサイエンス，
RDM，ソフトウェア，ストレージ，ツールについ
てなど，多岐にわたっていることが分かる。また，
その相談件数の大部分は DMP に関するものであ
る。

研究者への支援以外の職務としては， 後述する
DS チームの一員としての協調や情報交換が重要な
ものとして位置づけられている。

2.1.5　DS の経歴・能力
DS には，「学部の研究分野における博士号（又

はそれと同等の経験）によって示される，その分野
の専門知識・技能が必要」9）（拙訳）とされる。より
具体的には， 学問分野ごとの研究背景， 最新の
RDM の実践と要件，法・倫理・プライバシーの影
響，機関のサービスと組織についての知識が必要で
ある。更に，対人コミュニケーション，チームワー
クと起業家精神，調整とトレーニング，コミュニ
ティビルディング，政策立案と助言，研究のための
スキルが必要である。

雇用された DS は， 義務的ではないものの，
RDM についての外部トレーニング（Essentials 4  
Data Support17））と，学内における研究支援などに
ついての内部トレーニングを受講することができ
る18）。

2.1.6　体制
各部局の DS がチームとして協力し，既存の，図

書館を拠点とする中央の研究データ支援チーム（以
下，中央のチーム）と連携できるように，DSC が
図書館に配置されている。DSC の職務9） 14）は，DS
チームの調整，研究データ管理・公開支援以外の他
の大学サービスとの連携，DS への RDM に関する
最新情報の提供，国内外のネットワークとの連携な
ど，多岐にわたる。DS チームでは，毎週定例ミー
ティングが開催されている。DS がチームとして組
織されていることには，「実践についての効果的な
情報交換の仕組みを確立し， ピアサポートネット
ワークを構築し，異なるチームメンバーの補完的な
スキルを活用できる」9）（拙訳）という意義がある。

各部局の DS と中央のチームは，次のように分業
し，かつ，協調している9）。DS は研究者との最初
の窓口となり，中央のチームは，DMP に関する支
援やデータリポジトリの利用といった，より一般的
な事柄に関する専門知識の情報源となる。 中央の

チームのメンバーで研究者との連絡を担当する 2 名
が，DS チームの毎週の定例ミーティングに出席す
る。更に，中央のチームの全メンバーは，DS の進
捗状況報告会議に招待される。

2.2　ウィーン大学における DS19） 20）

2.2.1　ウィーン大学の概要
ウィーン大学には，15の学部， 4 つのセンター，

1 つの大学間組織があり，18の大学院がある。学生
数は85,200名（2023-2024年度），教職員数は10,691
名（うち Academic 7,503名）（2023年12月現在）で
ある21）。

調査は，複数回に分けて行った。2024年 7 月25日
10時から16時まで，石田がウィーン大学コンピュー
ターセンターとウィーン大学図書館を訪問し，研究
データ管理・ 公開支援やオープンアクセスについ
て，現状に関する説明を受けた。その際，言語文化
学部の DS である Monika Bargmann 氏と生命科学
部の DS である Emily Kate 氏から，DS の歴史や体
制などに関する説明を受けた。また，DS に関する
文献調査後，2025年 5 月19日に九州大学において研
究データ管理支援ワークショップを開催した際の講
師であった，コンピューターセンターIT サポート
部門長の Raman Ganguly 氏と，同部門所属の Eva 
Gergely 氏に，宮﨑が DS に関して不明な点を尋ね
た。以下は，その結果を含めてまとめたものである。

2.2.2　DS の設立時期・経過・目的
2021年11月， 図書館が調整役を務める， 大学の

RDM ワーキンググループによって，DS のコンセ
プトが定められた。その後，まずは，DS プログラ
ムの監督と調整を行うため，DS とは別に，図書館
に Data Steward Coordinator（こ れ も 以 下 DSC）
が配置された。2022年 6 月から言語文化学部を皮切
りに20），各部局への DS の配置が進められている。
現在，この DS プログラムは，まだ試行段階である。

所属部局の研究者らに対して，RDM に関する最
初の窓口となること，研究者らが大学の様々なサー
ビスやインフラにアクセスする際に支援すること，
新たなサービスを開発すること，RDM のための学
問分野特有の支援をすること，責任ある研究に向け
て意識を向上させること，研究の再現性を向上させ
ることなどを目的として DS が配置されている。

2.2.3　DS の配置状況・予算
2025年 5 月現在，図書館に 1 名の DSC が配置さ

れており，言語文化学部，微生物・環境システム科
学センター，生命科学部，歴史学部の 4 部局（DS
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配置順）に各 1 名，計 4 名の常勤の DS が配置され
ている22）。試行段階の現在では，DSC 及び DS の雇
用財源は，学長室（Rectorate）と，図書館を含む
各配置部局が折半で負担している。

今後， 図書館に 2 人目の DSC を配置すること，
更に他の部局でも新たに DS を配置していくことが
予定されている。

2.2.4　DS の職務内容
DS の主要な職務としては，RDM に関する相談

業務，RDM のニーズ調査，RDM のトレーニング
の提供などが挙げられる。主な支援対象者は，所属
部局の教員，ポスドク研究員，博士課程の学生であ
る。学部生や修士課程の学生も支援対象者ではある
ものの，特化した支援は提供されていない。

特に，言語文化学部，微生物・環境システム科学
センター， 生命科学部における，2022年 8 月から
2023年 8 月までの，DS への RDM に関するリクエ
ストを分析したグラフ23）を見ると，いずれの部局も，
相談内容の約 3 割は DMP に関するものである。微
生物・環境システム科学センターでは約 5 割，生命
科学部では約 4 割を，研究データの収集・分析に関
する相談が占めている。その一方で，言語文化学部
では，データのアーカイブ，公開，再利用に関する
相談が約 5 割を占めているのが特徴的である。 ま
た，生命科学部では 1 割程度，トレーニングについ
ての相談も寄せられている。

2.2.5　DS の経歴・能力
DS には，研究者になるための教育を受けた者が

雇用される。更に，雇用された DS は，大学院レベ
ルの DS 認定コース（図書館により運営されている
Data Steward Certificate Course24））を修了しなけ
ればならない。

新たに雇用される DS が備えるべき条件として
は，専門分野の学識と対人・コミュニケーションス
キルが挙げられる。

2.2.6　体制
各部局の DS と図書館とのコミュニケーションの

ために，図書館の DSC は，各部局の DS が一堂に
会して学び合う機会を提供している。具体的には，
DSC と各部局の DS で， 毎週ミーティングを行っ
ている。また，機会があるたびに，テーマに沿って
密接に協力しあっている。このようなコミュニケー
ションによって，研究者の RDM のニーズを把握し
やすくなっている。

2.3　小括
デルフト工科大学では DS を全学部に配置してい

るのに対し，ウィーン大学では，現時点では，一部
の部局であるように，DS を配置している部局のカ
バー率や雇用人数などは異なっている。また，雇用
財源も部局が全額負担する場合や，部局と学長室が
負担する場合など，その在り方も異なっている。他
方で，共通している点として，DS は研究活動を行っ
た経験を有しながらも，RDM の専門職として雇用
されている職員である。すなわち，事務的な仕事を
する職員というよりも，研究者に近い存在であると
言える。部局がこのような人材の必要性を認識して
いるためか，その雇用にも部局が関与し，部局ごと
に配置されている。そのため，所属部局の研究者に
とっては，DS が RDM に関する最初の窓口となり
得る。また，その主要な職務は，相談業務，DMP
作成支援，RDM のトレーニングの提供であり，DS
間やそれに限らない協働やコミュニケーションも重
要な職務の 1 つである。

3．データチャンピオン
DC は，「己の高い専門知識を使い， 自ら手本と

なって FAIR（中略）原則を促進し，優れた RDM
実践を率先しておこない，研究データの取り扱いに
ついて所属する研究コミュニティのメンバーに助言
をしてくれる」3）（邦訳）ボランティアとされている。
その実態を理解するために，著者らは，DC が存在
する大学において，DC が具体的にどのような活動
に取り組み，どのような役割を果たしているのかに
ついて調査した。本章では，ケンブリッジ大学とデ
ルフト工科大学の DC について概観する。

3.1　ケンブリッジ大学における DC25） 26） 27） 28）

3.1.1　ケンブリッジ大学の概要
ケンブリッジ大学には，31のカレッジと， 6 つの

スクールに括られている約100の学部，学科，機関
がある29）。 学生数は24,912名（学部生数12,910名，
大学院生数12,010名）（2024-25年度）30）， 教職員数
は13,181名（うち Academic 1,727名，Contract Re-
search 4,042名）（2023-24年度）31） 32）である。

著者らは，2024年 8 月 1 日14時から17時まで，ケ
ンブリッジ大学図書館を訪問し，Research Data 
Coordinator で あ る Lutfi Bin Othman 博 士 と Re-
search Data Manager である Clair Castle 氏から，
研究データ管理・公開支援やオープンアクセスにつ
いて，現状に関する説明を受けた。この際に，DC
についても説明を受けた後に，追加の質問や議論を
行った。

大学図書館研究 128号（2025. 9）

2199-4



3.1.2　DC の設立時期・経過・配置状況・思想的基
盤

ケンブリッジ大学では，DC プログラムを開始す
る以前から，RDM のトレーニングプログラムを提
供していた。しかし，トレーニングプログラムへの
多数の申込に対応できるだけの，十分な人材を雇用
するための安定した財源が不足していた。更に，一
元的な支援では，多様な学問分野におけるデータや
研究手法の多様性を考慮した，詳細な助言を行うた
めに必要な専門知識・技能を発展させることも困難
であった26）。これらの問題に対応するため，DC プ
ログラムが開始されることになった。

DC は， 図書館の Office of Scholarly Communi-
cation（以下，OSC） によって組織されている。
2016年 9 月から DC の募集が開始された。年に 1 回
程度，定期的に募集がなされ，応募者は選考を経て
DC プログラムに採用される。2025年 6 月現在は，
約180名のメンバーがいる。

DC は，「あるテーマに関する関心や問題， 熱意
などを共有し，その分野の知識や技能を，持続的な
相互交流を通じて深めていく人々の集団」33）（邦訳）
である「実践の共同体（Community of Practice）」

（拙訳）という考えに立脚して組織されている。こ
れは，ケンブリッジ大学が非常に分権化された組織
であり，更に，RDM の知識の多くが暗黙知である
という制約条件があるからである26）。

3.1.3　DC の応募資格・属性・動機
研究データの取扱いに関心を有する学内構成員で

あれば，研究者（博士課程の学生から研究代表者ま
で），データ管理者，IT 専門職，大学図書館職員，
データサイエンティストなど，誰でも DC プログラ
ムに応募することができる25）。

2025年 6 月12日時点でプロフィールが公開されて
いた91名のメンバー34）の肩書と所属を集計し分析し
てみたところ，Research Associate との肩書を持つ
者が約 2 割，PhD Student と PhD Candidate が合
わせて約 2 割と，研究者と博士課程の学生がその多
くを占めていた。その他は，Bioinformatician，IT 
Manager，Librarian，Research Data Manager，
Research Grants Administrator，Research Labo-
ratory Manager，Research Laboratory Technician
など様々な肩書を持つ者がいた。肩書は一致してい
ないが，大きく分類すると，大学図書館職員，研究
プロジェクトや研究室の RDM に関与する者，研究
推進に関わる大学職員などである。所属部局を見て
みると，人文社会科学系の部局に所属するメンバー

は少なく，自然科学系・医学系の部局に所属するメ
ンバーが多い。

前述の通り，DC は， 図書館の OSC によって組
織されている，各部局に所属するボランティアであ
る。そのため，DC になるメリットとしては，人脈
の拡大，新しいスキルの習得，影響力の増進，履歴
書の強化といったことが挙げられている35）。また，
キャリアアップや，キャリアチェンジの契機にもな
る36）。

3.1.4　DC の定義と活動内容
ケンブリッジ大学における DC は，「研究者，博

士課程の学生又はサポートスタッフで，所属部局内
で優良なデータ管理と共有の実践を唱道することに
同意した」26）（拙訳）ボランティアである。あらかじ
め定められた特定の活動ではなく，希望する様々な
活動に選択的に関与できる。

DC プログラムの主要な目標は，全学的な RDM
の改善，オープンリサーチの実践の増進，研究の完
全性（integrity）の向上，研究文化の変容への貢献
である。そのための具体的な活動は，①ローカルコ
ミュニティにおける優れた RDM の実践を促進し，
支援すること。②他の DC と知識や経験を共有する
こと。③他のネットワークに貢献すること，に大別
できる。①は，セミナー，ワークショップ，トレー
ニングの実施，個別の助言又は相談対応，RDM に
関する情報の発信，新しいイニシアティブの開発で
ある。 ②は，SharePoint と Microsoft Teams の共
有サイトへの資料の追加， フォーラムへの参加，
DC 間のコラボレーションである。③は，英国内の
UKRN（UK Reproducibility Network）や国際的な
RDA（Research Data Alliance）への貢献である。

各部局での DC による RDM のトレーニング37）を
はじめ，特定部局向けの研究データに関する FAQ
の作成など，様々なアドボカシー活動26） 38）が行われ
ている。

上記の活動を行えるようにするため，OSC から
DC に対して，一般的及び専門的なトレーニングの
提供，キャリアや能力開発の機会とデータ取扱いの
最新動向に関する情報の提供，隔月の DC フォーラ
ムの開催といった支援がなされている25）。

3.2　デルフト工科大学における DC8） 39） 40） 41）

デルフト工科大学には，DC についてもウェブサ
イトに情報があったため，前記訪問調査時に質問し
たところ，DC コミュニティは，より大きなオープ
ンサイエンスコミュニティに変わったとの回答で
あった。以下では，その経緯も含めて述べる。
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3.2.1　DC の設立時期・経過
「一人の DS が，所属する学部内の全ての分野ご

との実践に精通することは不可能であり，ピアツー
ピアの学習がより効果的である」8）（拙訳）ことから，
先行するケンブリッジ大学の取組みに触発されて，
2018年 9 月に DC コミュニティが組織された。その
後，2020年に，DC コミュニティを，Open Science 
Community Delft（以下，OSCD）42）へと発展的に変
更することが決定された43）。この変更により，DC
の活動は OSCD の複数のイニシアティブのうちの
1 つとなり，開始当初よりも図書館から自立したも
のとなった。

3.2.2　DC の属性・動機
OSCD への変更以前には，DC のメンバーの経歴

や活動についてのインタビュー記事と，DC コミュ
ニティの構築のためのツールキットをまとめたブッ
クレット“The Real World of Research Data”40）

が作成されていた。これを見ると，准教授，助教，
ポスドク研究員，博士課程の学生，ソフトウェアエ
ンジニア，IT イノベーション部門の職員など，当
時の DC のメンバーの肩書と所属が多様であったこ
とが分かる。

DC として活動することのメリットとして，「DC
イニシアティブは，（国際的な）ネットワーキング
や，トレーニングやワークショップのための資金援
助の機会を提供し，研究者の認知度を高め，コード
とデータ管理における成果を表彰」8）（拙訳）してい
た。

3.2.3　DC の定義と活動内容
デルフト工科大学における DC は，「自身の専門

知識を自発的に提供し，FAIR 原則を推進し，適切
な研究データ管理（RDM）を唱道」したり，「知識
交換への熱意と研究者主体の協力的なコミュニティ
を作りたいという志を元に，所属する学部や学科で
優れた RDM の利用を促」したりするボランティア
である3）（いずれも邦訳）。

DC の活動としては，所属部局において RDM と
データ共有を唱道すること，学部の DS と連携し，
ポリシー，サービス，トレーニングの開発に関する
情報を知らせること，プレゼンテーションやイベン
トにおいて，RDM についての専門知識を共有する
こと， 年 2 回のミーティングを通じて， 各部局の
DC とのネットワークを構築し，DC 間のコラボレー
ションと知識交換を促進することが挙げられてい
る42）。

DC が DS と協働することによって，ピアツーピ
アの学習戦略や個々の研究グループに合わせたデー
タ管理ワークフローの構築が容易になり，分野別の
データ管理ポリシーの開発や研究者へのプログラミ
ングスキルの教授という成果が上がっていた8）。

3.3　小括
ケンブリッジ大学では図書館が DC コミュニティ

を組織しているのに対して， デルフト工科大学で
は，図書館からある程度自立したコミュニティであ
るように，DC に対する図書館の関与の程度は異
なっている。他方で，共通している点として，DCは，
RDM に関心を有する研究者，学生，職員による，
RDM の実践を広めるためのボランティアである。
その活動の主要なものは，DS や研究データ管理・
公開支援に携わる職員の行き届かないところにまで
手を伸ばすような，様々な態様のアドボカシー活動
である。DC 間やそれに限らない協働やコミュニ
ケーションも重要な活動の 1 つである。DC になる
メリットの主要なものは，人脈の拡大，新しいスキ
ルの習得，影響力の増進，履歴書の強化である。

4．考察
上記では，DS や DC が，RDM 支援人材として

大学においてどのように位置づけられているのか，
また，どのような体制でどのような職務を行ってい
るのかを，それぞれ 2 大学を事例として概観した。
DS も DC も，それぞれの大学において異なってい
る部分もあるが， 両者のそれぞれに共通する事項
は，各章の小括でまとめた。本章では，DS と DC
の相違点・共通点から，それぞれの大学における位
置づけと，これらの支援形態の相違が生じた要因に
ついて考察する。

4.1　相違点・共通点と大学における位置づけ
DS と DC とでは，次のような点が異なっている

と言える。まず，雇用されているのか，ボランティ
アなのかという形態が異なる。DS は研究データ管
理・公開支援を提供するための専門職として雇用さ
れているのに対して，DC は RDM の実践を広める
ためのボランティアとして採用されている。 した
がって，DS の配置のためには，その財源の確保が
必要になる一方で，DC コミュニティを運営する費
用はより安価で済むものの，DC のメンバーになっ
てもらうためのメリットをどう高めるかが課題とな
る。現に，ケンブリッジ大学の事例では，DC プロ
グラムの運営に要する費用は比較的安価で済む27）と
いう利点がある反面，DC のメンバーに対する報酬
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が不十分であるという課題を抱えることになってい
る26）。

形態の相違に応じて， 職務内容・ 活動内容も異
なっている。DS の職務のうちの主要なものは，相
談業務，DMP 作成支援，RDM のトレーニングの
提供である。DC の活動は，自らと学問分野を同じ
くする人々への様々な態様のアドボカシー活動であ
る。 更に， 求められる能力水準も異なる。DS は，
雇用される前に研究経験や専門分野の学識を備えて
おく必要がある。また，雇用前における，RDM に
関する専門知識の水準には個人差があるとしても，
雇用後に， 所定のトレーニングを受講することに
よって，業務に必要な水準が確保されることが予定
されている。他方で DC は，コミュニティを組織す
る側の意向にもよるが，専門分野の学識と RDM に
関する知見のいずれについても，その水準に何らか
の基準が設けられているわけではない。

次に，DS と DC の共通点をまとめる。両者はい
ずれも，一元的な研究データ管理・公開支援では，
多様化する学問分野とその研究手法の多様性に基づ
くニーズに対応しきれないという困難を解決するた
めの方策の 1 つとして配置されている。それゆえ，
デルフト工科大学の事例に見られるように，両者の
配置は相互排他的なものではなく，両立し得る。更
に，RDM の知識の多くは暗黙知であること，そし
て，研究データ管理・公開支援を行うためには，学
問分野ごとの RDM のニーズの把握が必要であるこ
とから，そのメンバー間の協働，連携，情報交換が
職務ないし活動のうちの重要なものとして位置づけ
られている。

最終的に， 両者に期待されている研究データ管
理・公開支援というものは，研究文化の変容に対応
しながら，柔軟で効果的な支援を行い，結果的に研
究の質の向上を促すものである。また，研究文化の
変容とは，RDM に限らず，研究の再現性の問題や
オープンサイエンスなど研究活動や習慣の変化も含
むものである。一般に言われる研究データ管理・公
開支援の背景には，このような変化に対応した広義
の研究支援という面があると考えられる。このよう
な趣旨の発言は，訪問調査時の議論においてよく聞
かれ，かつ，文献にも表れており，両者の果たす役
割の 1 つとなっていた。

4.2　支援形態の相違の要因
以上のように，研究活動の変化に柔軟に対応し，

支援していくためには，従来の大学図書館職員の支
援だけではなく，RDM 支援人材として，より研究
に近い立場からの新たな支援の必要性があり，それ

への対応として，DS や DC が誕生したのではない
かと考えられる。

そういった新しい研究支援の必要性にも拘わら
ず，その支援形態が異なっている要因の 1 つは，次
のように考えられる。新たに専門職を多くの部局に
配置しようとした場合， ケンブリッジ大学のよう
に，学内の組織が多数かつ分権的，また複雑かつ重
層的な場合には，その配置は困難になる。他方で，
デルフト工科大学のように，学問分野が絞られてお
り，学内の組織数が少ない場合には，その障害は小
さくなる。専門職を置かず，ボランティアを運営す
るのであれば，大学の組織の分権化の程度や複雑さ
による影響を受けることは少なくなる。費用の面で
も，大学の規模や組織数が多い場合には，費用がか
さむことになる。ボランティアの運営に費用がかか
らないわけではないが，専門職を雇用する場合に比
べれば，より安価で済むことになる。つまり，大学
の組織構造と財政状況により，新たな RDM 支援人
材の体制整備や配置については， 専門職かボラン
ティアかという相違が生じることになったのではな
いかと考えられる。特に，DC については，できる
限りの工夫として生み出された次善の策なのかもし
れない。

5．結論
本稿では，デルフト工科大学及びウィーン大学の

DS と，ケンブリッジ大学及びデルフト工科大学の
DC について概観し，両者の相違点と共通点から，
それぞれの大学における位置づけと，これらの支援
形態の相違が生じた要因について考察した。支援形
態の相違が生じた要因については，本調査で得られ
た情報を基に考察したものであるため，大学の組織
構造と財政状況のみではない可能性も残る。 しか
し，少ない事例ながらも，各大学が様々な工夫を凝
らし，研究データ管理・公開支援を遂行しようとし
ていることは示すことができた。

DS や DC に限られるわけではないが，このよう
な先行事例を参照し，今後，日本の大学でどのよう
な RDM 支援人材や支援体制が必要かについて検討
していく必要がある。特に，どのような RDM 支援
人材を育成・配置するかということだけではなく，
それらがいかに連携していくのかということも重要
である。訪問調査の際に気がついたことは，国外の
先行事例においては，研究支援という大きな枠組み
の中で，大学図書館や他の研究支援担当部署が，そ
れぞれ果たすべき役割があり， 学内連携が上手く
いっているということであった。日本の大学でも，
これから学内連携が進んでいくことが望まれるが，
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本稿がその参考になれば幸いである。
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